
 

 

              １ 子どもが主体的に学ぶ授業づくりを 
              するために 

 子どもが課題を自分の力で解決していく力を付けるために、授業はどう変わっていけば

よいのでしょう。学習指導要領の理念である「生きる力」を育むためには、身に付けさせた

い力を理解するとともに日々の授業づくりを見つめ直し、授業改善に取り組んでいくこと

が大切です。 

授業づくり編 

 

 

◆単元を通して付けたい力を明確化。 

◆子どもの思考の流れを意識することでめ 

 ざす子どもの姿を設定。 

◆ねらいを達成するための言語活動を具体 

 的に設定。 

◆めざす子どもの姿を実現するためにぴっ 

 たりの教材・題材を工夫。 

 ポイント 

（１）単元構想をもとにした単元計画 

 単元を構想するときには、教科のねらいをもとに単元を通してどんな力を付けたいのかを

明確にします。そのときに、子どもの思考の流れや他教科との関連も含めて、単元全体を見

通し、多面的に構想することが大切です。学年団やチームで話し合うのも一つの方法です。 

主体的に学習に取り

組む態度 

◆子どもたちの思考の流れを意識した単元構想 

◆単元を通して付けたい力を明確にした単元計画 

◆１時間の授業でめざす子どもの姿の明確化 

基礎的・基本的な知識

及び技能の習得 
知識・技能を活用して課題を解決する

ために必要な思考力・判断力・表現力 

そのためには、子どもが主体的に学ぶための授業づくりをすることが、大切です。 

 

本時目標 

子どもの実態 

教材・題材 言語活動の充実 

めざす子どもの姿 

学習指導要領解説 

単元目標・単元構想 

単元構想にもとづいた単元計画 

【例】 

学力の重要な３要素 



 

 

① 総合的な学習の時間の例 

単元計画作成の 

チャート 

【出典】「今、求められる力を高めるための総合的な学習の時間の展開」文部科学省 

 

 

◆各教科でも総 

 合的な学習の 

 時間の単元づ 

 くりをイメー 

 ジする。 

◆子どもの思考 

 の流れと学習 

 活動を書く。 

 ※１ 

◆育てたい力を 

 具体的な子ど 

 もの姿で書く。 

 ※２ 

◆各教科・領域 

 との関連を入   

 れる。※３ 

 ポイント 

単元構想 

単元計画 

  全体計画・年間指導計画を踏まえる 

※１ 
※２ ※３ 



 

 

単元計画 

 

 

◆国語科の指導事項の 

 系統性を見通す。 

  

◆単元を通して身に付 

 けたい言葉の力を明 

 確にする。 

ポイント 

 ② 国語科の例 

二 

も 



 

 

 ③ 社会科の例 

 

 

◆単元を通して身に付 

 けさせたい知識や、 

 １時間ごとにおさえ  

 たい用語・語句を明 

 確にすると単元のイ  

 メージもはっきりす 

 る。 

単元計画 

 ポイント 

単元構想 


